
「超超長城」説明書 
０、イントロダクション 

ある国の王であるあなたは、内外に自らの権威を知らしめるための方法を常に

思案していました。 

ある時、あなたはひらめきました。永遠に続く、「壁」の如き城の建設を。 

それに必要な知恵者や商人を集めるため、人々の集まる寄り場へと派遣された

従者は、衝撃の光景を目の当たりにします。なんと隣国の王も、同じ目的で人を

集めているではありませんか。 

こうなれば、何が何でも隣国よりも長い「壁」を築かなければなりません。 

さあ、人材を確保し、万里の「壁」を築くのです。 

 

１、 ゲームの概要 

このゲームは、デッキ成長型カードゲームです。ゲーム開始時に各プレーヤーが

持つ「初期デッキ」を、「寄り場」から新たなカードを獲得することで強化する

ことが最初の目標です。そうして強化されたデッキで、相手よりも長い「壁」を

築いたプレーヤーこそが、このゲームの勝者です。 

 

２、 ゲームの終了条件と、勝利条件 

このゲームは、「寄り場の山札が無くなった後に、後手のプレーヤーのターンが

終わった」瞬間に終了します。 

この時、より多くのカードを「壁」として並べているプレーヤーが、このゲーム

に勝利します。２人の「壁」の枚数が同じ場合は、引き分けとなります。 

 

３、 カードの説明 

カードのうち、「覚書」という名前のカード以外をゲーム中で使用します。 

「覚書」については、各プレーヤーがゲーム中に見やすい位置に置き、サマリー

としてお使いください。 

 

 

 

⑦の枠は、「六弥太格子」(ろくやたこうし、上画像の上下)と「矢絣」(やがすり、

上画像の右)から成り、矢絣になっている辺の数が連結の数と一致しています。 

⑨のアイコンは５種類存在し、以下のような意味を持ちます。 

画像 名前 意味 

 
扇地紙 「カードを引く」など、手札を増やす効果を表します。 

 
壁 「壁」を増やす効果を表します。 

 
烏帽子 「寄り場」に影響をおよぼすような効果を表します。 

 
八剣車 相手の手札や壁を減らす、妨害効果を表します。 

 
馬 連結が２であることを表します。 

 

① カード使用時の条件 

(「メインフェイズ」参照) 

② カード名 

③ カード名の読み仮名 

④ カードの属性 

   (礎、知略、交易、兵力の４種類) 

⑤ 連結(「メインフェイズ」参照) 

⑥ カードイラスト 

⑦ テキスト枠 

⑧ カード効果 

⑨ カード効果を示すアイコン 



４、 ゲームの準備 

壱、初期山札の作成 

同封のカードから、「早馬」２枚、「自警団」１枚、「従者」１枚、「伯楽」１枚を

各プレーヤーに配ります。各プレーヤーは、これらをよくシャッフルしてから

裏返して積み、自分の山札にしてください。 

弐、「寄り場」の作成 

残ったカードから「天下布武」と「経世済民」１枚ずつを取り除き、残りをよく

シャッフルし、裏返して積んでください。これを「寄り場の山札」と呼びます。 

「寄り場の山札」の上からカードを６枚めくり、表にして並べます。この並べた 

カードを、「寄り場」と呼びます。 

参、先手後手の決定 

プレーヤーのどちらか、例えばじゃんけんをして勝った方が、先手か後手かを

選びます。その後、後手になったプレーヤーは｢天下布武｣か｢経世済民｣の片方

を選んで取り、もう片方を相手に渡してください。 

各プレーヤーは、この｢天下布武｣か｢経世済民｣を裏返してテーブルに置きます。

このように裏返して自分の場に並べられているカードを、｢壁｣と呼びます。 

その後、自分の山札の上から 1 枚カードを引いて、手札にします。両方のプレー

ヤーが準備を終えたら、先手のターンからゲームを始めます 

 

５、 ゲームの流れ 

このゲームは、｢どちらかのプレーヤーのターン｣と｢『寄り場』補充フェイズ｣を

交互に行い、進行します。 

5-1 プレーヤーのターン 

各プレーヤーのターンは、次の 4 つのフェイズから成ります。これらの順番を 

入れ換えて行うことは、できません。 

壱、ドローフェイズ 

自分のターンが始まったら、自分の山札の一番上のカードを手札に加えます。 

このドローは、最初のターンも含め常に行ってください。これをパスすること 

はできません。 

弐、メインフェイズ 

手札にあるカードのうち、以下の３つの条件を全て満たしているカードは、場 

に出して使用することができます。 

一、手札と｢壁｣が、必要な枚数以上ある 

カードの左上に書かれている二つの数字のうち、左上のものが手札、右下 

のものが｢壁｣の条件を表しています。この両方がカードに書かれている数 

よりも多い時だけ、そのカードを場に出すことができます。 

例、手札が 2 枚、｢壁｣が 2 枚の時 

のカードは、使用できます。 

のカードは、手札が足りないので使用できません。 

のカードは、使用した直後手札が１枚になりますが、使用できます。 

(場に出した後に、手札や｢壁｣が必要枚数未満になっても大丈夫です。) 

二、同ターンに同名のカードを出していない 

一つのターン中で、同じ名前のカードを複数枚出すことはできません。 



三、連結が残っている 

場に既にカードを出している時、そのカードの連結が１以上、つまりその 

カードのテキスト枠の右もしくは下側が矢絣になっている場合は、さらに 

カードを出すことができます。この時、その矢絣になっている方向に次の 

カードを並べると、わかりやすいでしょう。 

例、 

・最初に連結０のカードを出すと、そのターンはもうカードが出せません 

・最初に連結２のカードを出すと、その右と下にカードを並べて出すこと 

ができます 

なお、一枚も場に出さない代わりに、カードを 2 枚引くこともできます。 

カードを出さず、ドローもしないということはできません。 

参、「壁」追加フェイズ 

手札から 1 枚を選び、裏返して｢壁｣に加えることができます。複数枚を｢壁｣に 

することはできませんが、一枚も｢壁｣にしなくても構いません。 

肆、獲得フェイズ 

最後に｢寄り場｣からカードを 1 枚選び、自分の捨て札に加えます。このように 

「寄り場」のカードを自分の捨て札に加えることを、「獲得」と呼びます。 

｢寄り場｣にカードが無い場合を除き、いずれかのカードを「獲得」してください。 

後手のプレーヤーが獲得フェイズを終えた段階で｢寄り場の山札｣が無くなって 

いた場合、ゲームは終了し、より｢壁｣の多い方が勝利します。 

5-2 「寄り場」補充フェイズ 

  「プレーヤーのターン」が終わったら、「寄り場」が６枚になるまで、「寄り場の 

山札」の上からカードを表にして「寄り場」に加えます。 

この補充が終わったら、直前と異なるプレーヤーのターンを開始します。 

 

６、 その他のルール 

・このゲームでは、「相手の手札か『壁』を０枚に減らすこと」はできません。 

カードの効果の一部を発動するとそのようになってしまう場合、その部分の 

効果をスキップして処理を行ってください。 

  ・自分の「壁」は、自分のターン中はいつでも見ることができます。 

   ただし、見た後は全てシャッフルして並べなおさなくてはなりません。 

   また、カードの効果で見た場合は、シャッフルする必要はありません。 

  ・「追放」とは、デッキから除外してしまうことを表します。 

 

７、  ワンポイントアドバイス 

・どちらかのプレーヤーがまだこのゲームに慣れていない場合、じゃんけんで 

勝った方が｢先手で経世済民｣、負けた方を｢後手で天下布武｣としてゲームを 

始めることをオススメします。 

・１ターン目は、「山札を全て引く」「伯楽を使う」の２つを目標にしましょう。 

・「礎」のカードは強力なので、(役目を終えた自警団以外を)「壁」にするのは 

 オススメしません。 

・とはいえ「壁」がないと始まらないので、２ターン目からは獲得したカードで 

 後半まで使えないものを「壁」にするようにしましょう。 

 

８、 Ｑ＆Ａ 

各カードについてなどの Q&A は、以下の QR コードからご覧ください。 

   

 

９、  クレジット 

制作(デザイン)：符亀 

  (イラスト)：黒子洋瓦 

内容物の不備やご質問がございましたら、hugame.work@gmail.com、もしくは 

twitter アカウント(@Hu_games)までご連絡いただくようお願いいたします。 

読み取れない場合、お手数ですが、ゲームマーケットの 

公式ページ(http://gamemarket.jp/)やブラウザにて、 

「超超長城 Q&A」などと検索していただくように 

お願い申し上げます。 


